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看護師を目指す留学生のための
ライティング教材の開発とその活用

Development of writing materials for international nursing students’ education

山　元　一　晃 1　　　浅　川　翔　子 2　　　加　藤　林太郎 3

Kazuaki YAMAMOTO                    Shoko ASAKAWA                         Rintaro KATO

1 ．教材開発の背景と目的
看護系大学で学ぶ留学生は，2018年度にお
いて，280人いることが分かっている（日本
私立看護系大学協会 2019）。看護師不足が叫
ばれる中，今後，この数が増加していくこと
は想像に難くない。

要旨：
筆者は，看護師を目指す留学生のためのライティング教材の開発を行った。本稿は，
開発に至った背景，開発の過程，その内容，想定される使用方法などについて述べる。
まず，開発に至った背景については，看護学生・看護師向けのライティング教材を分
析し，留学生の日本語教育にそのまま応用することは難しいことを明らかにした。そ
の後，開発の経緯や内容について述べた。看護師と日本語教師が共同で開発にあたり，
看護学科で用いられている課題を分析し，その上で必要なものを選んだ。さらに，実
際のテキストを示しながら，本書の特徴を述べた。看護実習の流れにそった内容になっ
ており，大きく「実習前」「実習中」「実習後」に分け，形式に関する説明を加え，電
子カルテなど実際に看護実習で情報を得るための資源を入れ，ステップアップできる
練習問題を豊富に用意した。最後に，想定される使用法や，今後の課題を述べた。

キーワード：看護師　実習記録　看護記録　教材開発　ライティング

看護学科等では，初年次から実習があるの
が一般的である。その課題として求められる
ものには，多様な様式に記入する記録もあり，
一般的な論述式レポートの提出だけではな
い。これらの様式は，項目ごとに箇条書きで
書いた方が良い箇所，簡潔な文章で書く箇所，
患者等の言葉をそのまま書く箇所などがあ
り，様式や項目によって多様な形式での記入
を求められる（山元・浅川 2021）。そのため，
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第二言語として日本語を学習した留学生に
とって，障壁となることがある（加藤ほか 
2021）。一方，国家試験に合格し，看護の業
務に従事している看護師であっても看護記録
等を書くことが困難だと感じているようであ
る。たとえば，国際厚生事業団（2013）は看
護記録を「書く」ことについて，経済連携協
定（EPA）により来日し看護師として職務に
従事している者の34.1%が「できるときもあ
る」，4.5%が「できない」と回答していると
報告している。したがって，国家試験に合格
したからといって看護記録が書けるとは限ら
ず，大学や専門学校の卒業までの間に看護記
録の書き方を体系的に学んでおくことは極め
て重要である。

EPAにより来日した看護師候補者のための
日本語教育の知見は増えつつあり，海外産業
人材育成協会（2011）は，病院内でのコミュ
ニケーションや記録の記入を含む総合的な日
本語教材となっている。しかし，この教材で
の様式は，実務を想定したものであると考え
られるため，看護を学ぶ留学生にとって必要
十分な内容になっているとは言い難い。
そこで，執筆者らは，看護学生のためのラ
イティングテキストの調査および独自教材の
開発を試みた。まず，看護学部や専門学校で
学ぶ学生等を対象とした実習記録に関するテ
キストを分析し，留学生の授業や自習に活用
できるかを検証した。その後，それらに不足
していると考えられる要素を含む教材開発を

行った。

2 ．看護学生向け教材の分析
まず，看護学生および看護師向けに出版さ
れている教材にはどのようなものがあるのか
をリストアップし，その現状と課題を整理し，
留学生のためのライティング教材として活用
可能かを検討した。

2 . 1 　方法
「国会図書館サーチ」を使用し「国立国会
図書館」および「公共図書館蔵書」の蔵書か
ら「看護」および「記録」または「看護」お
よび「ライティング」をタイトルに含む書籍
で2008年以降2017年内までに出版されたもの
をリストアップした 2 ）。その上で，タイトル
から，学生や看護師が実習や業務のために書
く「記録」とは異なると考えられるものを除
外した。除外の作業は，看護教員が主導し，
日本語教師との協議の上行った。さらに，出
版社は異なるが現在流通している書籍の旧版
だと考えられるもの，調査時（2018年 6 月）
に入手困難だったもの，用語辞典を除外した。
また，実際のテキストにあたり，学部での学
習には不適切だと思われるもの（「監査」や
「電子カルテの導入の仕方や使い方」を中心
としたものや看護教員を対象としたものな
ど）を除外し，15点に絞った。
同時に，看護教育 3基準，日本語教育 3基
準，構成 3基準の 9基準を定めた。その後，

表 1 　各領域ごとの評価基準

看護教育 日本語教育 構成

アセスメントの枠組みが提示されて
いる

形式の選択についての説明がある 記録の意味や目的について記載がある

関連図についての記述がある 形式の作り方や使い方の説明があ
る

専門用語の説明がある

病態や領域毎の詳細な記述がある 語句の選択の仕方についての説明
がある。

良い例と悪い例示の提示がされている



― 131 ―

看護師を目指す留学生のためのライティング教材の開発とその活用（山元ほか）

それぞれのテキストが各基準を満たしている
かを判定した。 9基準は，表 1の通りである。
看護教育については，「看護演習／実習で
看護過程を展開し，課題を作成する上で必要
な知識が得られるか」，日本語教育について
は「それぞれの課題にふさわしい文章表現の
知識／技術が得られるか」，構成については
「看護教育・日本語教育の目標を達成するた
めに効果的な構成となっているか」という観
点を考慮の上，評価基準を設定した。
看護教育については，看護教員 1名が判定
し，日本語教育については日本語教員 2名が
判定，構成については 3名で協議し判定した。

さらに，看護 3基準，日本語教育 3基準につ
いて，後日 3者で改めて判定について協議を
した。

2 . 2  結果
　 2 . 1 の手順により，表 2の15点に絞り，
それぞれ評価を行った。
表 2に示した書籍について評価を行った結
果を表 3に示す。上記 9基準を全て満たして
いる教材は存在せず， 8基準を満たしている
ものが 5の 1点（石川 2017）あり，これは
日本語教育の 3基準全てを満たしていた。
表 3から分かるように，日本語教育 3基準

表 2 　評価対象とした教材

番号 編著者 年 タイトル 出版社

1 古橋洋子 2013 NEW実践！ナースのための看護記録 学研メディ
カル秀潤社

2 福田美和子 2015 看護学生のための実習記録の書き方 サイオ出版

3 江川隆子，笠岡和子 2014 かみくだき看護診断過程：関連図でよくわかる病態・看護診断・看護記録 日総研出版

4
川上千英子 編著，
山本隆一，鈴木真，
入江真行，阿南誠 著

2012 看護実践を証明するフォーカスチャーティング：説明責任を果たせる患者記録 医歯薬出版

5 石川ふみよ 2017 実習記録・看護計画の解体新書 学研メディ
カル秀潤社

6 百瀬千尋 2016 看護学生のためのレポート&実習記録の書き方 メヂカルフ
レンド社

7 横井和美 監修 2017 看護過程の展開に沿った実習記録の書き方とポイント サイオ出版

8 岡村絹代 著 2015 高齢者施設の看護記録見える化する書き方：疾患・症状・状況別 : 観察・アセスメントと記載のポイント ! 日総研出版

9 任和子 2015 領域別看護過程展開ガイド：成人 老年 小児 母性 精神：実習
記録の書き方がわかる！ 照林社

10 任和子 2015 実習記録の書き方がわかる看護過程展開ガイド：ヘンダーソン ゴードン NANDA-I オレム ロイ 照林社

11 石綿啓子，鈴木明美，
遠藤恭子 著 2017 看護が見える患者に見せる看護記録を書こう：倫理面に配慮した表現と的確なSOAP記載の要点 日総研出版

12 髙谷修 2012 看護師に役立つレポート・論文の書き方 金芳堂

13 江原勝幸 2015 看護学生のためのレポート書き方教室 照林社

14 水戸美津子 2014 ナースのためのレポートの書き方：看護のプロが教える「伝わる文章」の作法
中央法規出
版

15 髙谷修 2017 看護学生のためのレポート・論文の書き方：正しく学ぼう「書く基本」「文章の組み立て」 金芳堂
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を満たしている石川（2017）は，看護教育 3
基準の全てを満たしてはおらず，一方で，看
護教育 3基準を満たしている 3（江川・笠岡  
2014）， 9（任 2015）は，日本語教育 3基準
のうち，それぞれ 1基準， 2基準のみしか満
たしていない。このことから，表 3に示した
教材は，日本語教育や看護教育の場面で使用
する場合には，補足や注意が必要であるとい
うことが分かる。また，日本語教育の 3基準
を満たしていた石川（2017）においても，非
母語話者ゆえに予想される間違いや困難への
言及や配慮がない。また，言語面に焦点をあ
てた練習問題（箇条書きの書き方など）がな
く，上級学習者であっても，教師のサポート
なく使用することは難しいといえる。
このことから，看護教育，日本語教育の双
方の観点から，看護学科での学びに必要なラ
イティング能力を養成できるテキストが必要
だと考えられる。

3 ．教材開発の過程と内容
　 2節での分析を踏まえ，筆者らは教材の開
発を行った。先述したように，「実習を含む
大学等での学びに即していること」および
「専門分野における非母語話者を対象とした
日本語教育に有用であること」を考慮した。
日本語教師および看護学科の教員が定期的に
打ち合わせを行い教材開発にあたった。
まず，執筆にあたり，章立てや各課の内容
を決めた。開発者らの開発当初の所属大学の
看護学科において課されるレポート・実習記
録等を整理した。そこから，看護教員の視点
で重要であると考えられる課題および日本語
教員の視点で留学生にとって難しいと考えら
れる課題を抽出した。また，基本的な編集方
針として，学生の実習の過程に即した順序で
提示し，実習前にそれを擬似体験できるよう
にした。開発者による協議の結果，以下の内
容とした。
第１課では，実習の前に自分自身の看護観

表 3 　教材の評価
看護教育 日本語教育 構成

番号
アセスメ
ントの枠
組み

関連図 病態や領
域毎の記
載

意味・ 
目的　

専門用語
の説明

良い例と
悪い例

形式の選
択につい
ての記述

形式の使
い方

語句の選
択

1 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○
4 ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○
9 ○ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○
11 ○ ○
12 ○ ○ ○
13 ○ ○ ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○
15 ○ ○ ○
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を確認するためのレポートを書く。看護観は，
「自分の体験を整理分析し理論化し先駆者の
理論と関連付けて書いたもの（高谷 2017）」
であるという。そのため，主観的な内容と，
客観的な内容を織り交ぜて書く必要がある。
また第 2課以降は，実習中や実習前後に書く
様々な文書（行動計画，施設情報シート，看
護記録等）への記入を中心としている。看護
観を書くレポートや，実習記録への記入は一
般的な留学生向けアカデミック・ライティン
グの教材にはなく，本教材の大きな特徴であ
る。また，特に多種多様な項目についての記
入を含む点は，海外産業人材育成協会（2011）
のような看護師候補生向け教材にもない特徴
である。
実習の流れに沿った課の構成にし，実習を
疑似体験できるようにした点も特徴である。
まず，第 2課，第 3課では，実習に行く前の
事前準備として，施設情報シートや行動計画
シートに記入する。第 4課では，実習先で情
報収集をし，シートに記入する。第 5課では，
友だちとの電話での会話を見ながら実習での
行動を振り返り，その日の学びを記入する。
第 6課，第 7課では，患者の病状や生活など
をアセスメントし，適切な看護を計画する。

第 8課で，先生とのメールのやりとりについ
て学び，第 9課で，実習で学んだことをまと
めるレポートを執筆する。
また，情報を集めるための資源として，医
療機関のホームページ，友だちや指導者との
会話やメッセージアプリケーションでのやり
とり，電子カルテ（図１）など様々なものを
用意し，それを元に練習ができるように工夫
した。
執筆は以下の手順で行った。まず，看護学
科教員Aが対象となる各課の課題の見本を作
成した。後日，Aおよび日本語教師B, Cでミー
ティングを行い，記録独特の形式や構成など，
それぞれの課で取り上げる項目を整理した。
その後，Bがその見本について，上記の項目
を中心に，日本語学習者が犯しがちだと考え
られる誤りを入れリライトした。これは，悪
い見本を批判的に読むことで，自分が書く際
にも批判的に書けるようにとの狙いである。
その上で，Cが，それぞれの項目について，
改善点および改善の方法を詳しく解説する文
章を執筆した。Bが，各改善点について，そ
れぞれ，練習問題を付した。最後に，全体の
手本を示し，全部または大半が未記入の様式
に記入する練習を加えた。

表４　テキストの構成と対象となる課題・情報源

　 課のタイトル 看護教育において
対応する課題 情報源

【第 1部】実習前
・第 1課　私の理想の看護師 入学初期のレポート なし
・第 2課　施設情報 施設情報シート 施設のホームページ
・第 3課　行動計画 行動計画シート前半 友だちとの会話

【第 2部】実習中

・第 4課　患者情報の記録 患者情報整理シート 患者プロファイル，電子カルテ，
インタビュー

・第 5課　１日の振り返り 行動計画シート後半 友だちとの会話

・第 6課　看護展開 アセスメントシート 患者プロファイル，電子カルテ，
インタビュー

・第 7課　看護計画 看護展開シート アセスメントシート
・第 8課　先生とのメール なし なし

【第 3部】実習後 ・第 9課　まとめのレポート 実習後に提出するレポート これまでの成果物
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作成した教材は，実際に国内の看護系大学
において2018年度から使用している。同時に
模範的な実習記録における語彙や表現の分析
（山元・加藤 2020，山元・浅川 2021等）を行
い，適宜，その知見も追加していった。
なお，執筆の過程についての詳細は，第 4
課を例に，加藤ほか（2019）で示した。ただ
し，加藤ほか（2019）では，当初の教材につ
いて述べており，本稿で紹介しているものと
は構成が異なることに留意されたい。

3 . 1 　各課の構成
各課は原則として以下のような構成になっ
ている。本節では，第 4課「患者情報の記録」
を例に示す。
①　改善点が含まれる記入例
②　解説
③　手本となる記入例・課題
まず，① 「改善点が含まれる記入例」（図 2）
では，看護教員の作成した手本を， 3名で協
議の上，いくつかの問題点を含むものを提示
している。学習者は，これを見て，どのよう

に直したら良いのかを主体的に考える。
図 2では，「患者（イニシャル），年齢，性
別，身長，体重」の箇所が，示された項目と
は異なる順番で記載されていること，「現病
歴」では，専門用語の不使用や，専門用語と
しては助詞を入れない箇所に助詞が入ってい
ることなどの問題が存在する。また，「生活
背景」や「日常生活習慣」も，箇条書きで記
入することが望ましい。これらについて，学
習者に考えてもらい，ある程度，問題点が把
握できたところで，② 「解説」に進む。
②では，図 3のように，誤りについての解
説が加えられる。解説では，まず，何が問題
であるのかを端的な文章で示している。さら
に，問題点を含む部分を提示して，どのよう
に直したら良いかを示している。ここでは，
助詞を省いたり，和語よりも漢語を使ったり
することなどを説明している。より詳しい説
明が必要な場合，コラムも追加しており，学
習者のレベルに応じて適宜参照できるように
している。
必要に応じて，練習問題（図 3）も付けた。

図１　電子カルテ
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図３　説明と練習問題

図２　問題点を含む患者情報シート
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図４　模範記入例

図５　患者情報整理シート記入のための参考資料



― 137 ―

看護師を目指す留学生のためのライティング教材の開発とその活用（山元ほか）

ここでは，看護師国家試験の問題を改変した
ものを使用している。助詞の「の」を省いた
り（例：「肝臓の機能の障害」→「肝機能障
害」），漢語に置き換えたり（例：「全身が強
く怠いこと」→「全身の倦怠感」）して，よ
りシンプルで専門的に見える書き方を練習す
る。
実際の授業では，説明後に練習問題を解い
てもらい，スクリーンに学生の書いた物を映
しながらフィードバックを行った。
各部のまとめとなる③「手本となる記入
例・課題」では，②での説明を反映した模範
的な記入例（図 4）を示した。学生はこれを
参考にしながら，実際に自分で記入してみる。
第 4課では，看護学科教員が作成した架空の
患者の「患者プロファイル」，「電子カルテ」，
「実習生との会話のスクリプト」（図 5）を見
て，そこに書かれている情報をまとめ，記入
する。
同じ授業を履修している学生が複数いる場

合，学生同士でフィードバックしあう活動を
取り入れた。お互いが記入したものを交換し，
図 6のようなフィードバックシートを用い
て，評価し，気になったことはコメントし合
うようにした。フィードバックシートの評価
項目は，誤字脱字に関するものを除き，各々
の課で着目した点に関するものとした。
学生同士のフィードバック後は，各自，修
正し担当教員に提出する。提出されたシート
は，教員による誤用などのチェックと，②の
内容が反映されているかのチェックを行い，
翌週の授業で返却した。誤用などについては，
教員が重要だと考えるものについて，翌週の
授業で，履修者全員に対して説明をした。
文法の誤用や語彙の選択ミスに加え，中国
語母語話者の学生については，簡体字の使用
などの問題も見られた。

4 ．想定される使用法
本テキストは，看護系大学や専門学校の 1

図６　フィードバックシート
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年次のうちに使用することを想定している
が，基礎的な実習が終わったあとに使用する
ことも可能である。各課は，順を追って使用
することを想定しているが，それぞれの課は
独立しているため，必要に応じて取捨選択し
ても特に問題はない。日本語の能力について
は，他のアカデミック・ライティングのテキ
スト（アカデミック・ジャパニーズ研究会 
2015，小森・三井 2016等）などと同様に，
上級以上の学生を想定している。看護を学ぶ
留学生は１年生のうちから日本語で専門教育
を受けると考えられるため，相応の日本語の
能力をもって入学することが予想されるから
である。
授業で使用することが望ましいが，十分な
解説を加えているため，学習者が自習用に用
いることも可能だと考えられる。また，専門
科目の授業において，補助教材として使用す
ることもできると思われる。
授業で教科書として使用する場合，以下の
ような使用を想定している。①では，悪い例
を見て直した方がよいところがどこかを考え
させ，問題点を認識させる。②では，テキス
トの解説に沿って詳しく説明し，学習者のレ
ベルに応じて文法的なことや，語彙の情報も
付け加える。また，各ポイントに関するシン
プルな練習問題を解き，十分なフィードバッ
クを行うことも必要である。③では，様式へ
の記入を行う。これも最終的には授業担当者
のフィードバックを前提としている。なお，
本テキストは専門教育を補うことを想定して
いるので，看護教育的な観点でのフィード
バックは必ずしもしなくてよいが，基本的な
知識を持っていると，効果的な教育を行いや
すいと考えられる。使用時には，学生に十分
な看護の知識があるとは限らない。そのため，
教材作成にあたって得た看護の知識が，本教
材を使った授業にも役立った。

5 ．今後の課題と展望
本稿で紹介した教材は，筆者らが教材作成
時に所属していた大学にて使用することを前
提としていたため，この教材に汎用性がある
かの確認を十分にはしていない。今後は，看
護学部を有する大学への調査を実施し，大学
横断的な課題を整理し，留学生が在籍する大
学・専門学校等で活用できる教材としたい。
教材を使用した授業の履修学生や学部教員
への聞き取りから判断すると概ね好評である
と考えられる。一方，実際に実習に参加した
際に本教材が役に立ったかどうかは確認がで
きていない。これについては，実習を終えた
学生へのインタビューが必要であると考えて
いる。
さらに，実習を終え，卒業した後，看護師
として活躍する際にも，看護記録などを書く
必要がある。その際に，本教材で学習したこ
とが役に立ったのかどうかも検証していく必
要がある。これについては，実務についてい
る元留学生に対するインタビューを行ってい
きたいと考えている。
本稿執筆時点までに，実習記録に使われる
語彙の調査（山元・浅川 2021），表現の調査
（山元ほか 2020）などを行っている。これら
の知見は，可能な限り反映させているが，い
まだ十分とはいえない。今後も，実習記録の
言語面での調査を進め，改良を重ねていきた
いと考えている。

注
1 ）2018年 9 月26日に以下の手順にて検索した結
果である。「日本留学学校情報（大学院・大学
学部・短期大学）【検索】」（https://www.jasso.
go.jp/ryugaku/study_j/search/daigakukensaku.html）
にアクセスし，「学校検索（大学院・大学学部・
短期大学）」をダウンロードした。「課程名②」
に「看護」を含み，かつ「在籍区分」が「大学
学部」であるもののみ抽出した。
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2 ）2018年 5 月18日に以下の手順で行った。「国
立国会図書館サーチ」（https://iss.ndl.go.jp/）の
詳細検索を使用し，タイトル欄に「看護 記録」
と入力し検索，その後「看護 ライティング」と
入力し検索した。またそれぞれ，出版年を2008
年～ 2017年の10年間に限定した。データベース
欄では，「国立国会図書館オンライン」および
「公共図書館蔵書」のみをチェックした。資料
種別欄では，「本」をチェックした。所蔵館は「国
立国会図書館」および「他機関」とした。
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本論文は「2018年度日本語教育学会秋季大
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護師を目指す留学生のための実習に即したラ
イティング教材の開発」）の内容を含んでい
る。
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